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1 は じ が き

前報で,ハウス早熟栽培における保温開始期の萌芽数の

多少は,収量 ,特に初期収量を決定することを述べた。

この場合の萌芽数増加には,株当たり萌芽数及び面積当た

りの崩芽数が重要になると考えられる。

本報では,崩芽数を増すための最適定植時期及び栽植距

離を明らかにするために,これらの要因が,萌芽,生育 ,

及び収量に及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

供試系統並びに栽培一般は前報に準じた。

苗の種類はさし芽苗及びうど芽苗とし,試験区は 2反得

で行った。

さし芽苗は,定植時期をさし芽時期より20日後の昭和57

年 10月 22日 ,11月 2日 ,及び11月 12日の 3回とした。各々

の定植時期に,うね幅135", 2条植の条件 Fで株間15,

20,及び25笏区を設けた。ただし,11月 12日の定植時期で

は,株間25昴区は除いた。

うど芽苗は,地下部の吸枝を約 5御長に調整後,直ちに

うど芽挿しの要領で,同年 11月 2日 ,11月 12日 ,及び■月

22日の3回の定植時期を設けた。各々の定植時期には,う

ね幅135",2条植の条件下で,株間10,15,及び20昴区を
入れた。

3 試験結果及び考察

(1)生育

保温開始期の蒻芽数は,面積当たりでは,定植時期の早
い区が,また同一の定植時期間の比較では,栽植本数の多
い区が,発生数が多い。前報と同様に,さ し芽苗の密植区

は,″当たり45本で限界に近い発生数と考えられ,さ し芽

苗区の10月 22日及び11月 2日定植時期の株間15昴区がその

発生数に近い。
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らかである。側枝数は, 1次及び 2次側枝ともに,保温開

始期の萌芽数と同様な傾向が認められるが,その差は少ない。

このように,さ し芽苗及びうど芽苗ともに,保温開始期
の崩芽数の多少は,その後の生育量に大きく影響し,総 じ

て,発生数が多いほど,その後の生育量は増大することが

明らかで,前報と同じ結果であった。

② 収量
収穫終了時期の生育についてみると,草たけは株間の狭   総収量(重量)は側枝数に比例して高い。また,収量構
い区ほど高く,よ り密植区ほど株の競合が起こることが明  成要素である花数についても,同様な傾向があった。一方

1022     1022    1,12     12     1 12     ■ 22 (月 |)

図 : 定植時期及び株間の相異による
保温開始期の萌芽数
(0-O定 植時期,0-o株 間 )
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くず花(直径 5昴以下の正常花 )及び障害花(奇形花及び

病害花)は絶体数が少なく,処理間の有意な差は認められ

なかった。更に,一花重など,品質面においても,差異は

認められなかった。

時期別収量についてみると,後期(6月 1日 ～ 6月 24日 )

収量では区間差は認められないが,初期(～ 5月 10日 )収

量は,花数が多く,側枝数の多い区(さ し芽苗の密植区)

ほど高い傾向が認められた。このことは,前報で述べたよ

うに,保温開始期の萌芽数の多少によるものと考えられる。

うど芽区についてもさし芽苗区と同じ結果が得られている

(図表略 )。

以上のことから,高収量(300″以上 /α )を あげる適正

な生育量を確保するには,さ し芽苗区の密植区(株間15昴 )

が適する。それには,保温開始期の″当たりの崩芽数で約

45本とするのが良いと考えられる。

そのためには,さ し芽苗を使用する場合の定植時期は ,

11月 上旬までであり,栽植距離は,う ね幅135", 2条植

の条件下で,株間15"とするのがよい。

うど芽苗の場合は,更に密植の条件下での検討が必要で

ある。
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図 2 さし芽苗の場合の定植時期及び株間の
違いによる時期別商品花収量
(■■初期,一 中期,l  l後期)

4  ま

ハウス早熟栽培における定植時期と栽植距離について ,

さし芽苗及びうど芽苗を用いて検討 した。

保温開始期の崩芽数が多いのは,定植時期の早い区及び

栽植本数の多い区であった。

初期及び中期収量は,崩芽数と正の相関があり,後期収

量は区間による差は認められなかった。収穫花の品質は ,

処理による有意な差は認められなかった。

したがって,さ し芽苗の場合,11月 上旬までに定植すべ

きで,うね幅135昴 ,株間15"の 2条植とする。
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